































































































































































































































































































































































































































12．景気の山 高根台団地低層614戸完成 大原美術館（浦辺鎮太郎）増 経　済　期 技術革新導入下火，実質成長率14．4％ 34－35年建設投資年率20％近くの伸び 輸 パレスホテル（竹中工務店）
備 期 2．東京都人口1000万人突破 10．全国総合開発計画決定 若戸大橋完成 送 ホテルオークラ（大成観光設計室）
不 総合開発 3．テレビ契約1000万世帯突破 オリンピック施設工事活発化（総工費1兆円） 超 日本26聖入殉教記念施設（今井兼次）37投
?
況 計　画　期 9．国産原子炉火入れ@景気の谷　国際収支悪化，金融引締
10．キユーバ危機 超高層建築研究案発足 ? 施 アテネ・フランセ（吉阪隆正）
? ?
…馬?

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































???????????????? ?? ．???」?? ?　　@　
@　
@　?????



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 6 5 5 5 5 5 5
????????19???????????????? ??19???????19?? ???ョ? ??? ，??16??????? ?13?????
????
????????〜??? ? ?? ? ?? ? ??
ナ
?? ??? ???? ?? （
?????












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































?? ?? ?? ????????
?????????????




















































































oりN o αD① N 寸 σD一 oo 州一
■，「PP
卜 一?? ??

























































0．2 0．3 0．3 0．4 0．5 0．5 0．6 0．6 0．6 0．6
0．7 0．7 0．7 0．7 0．7
0










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































不動産 9．1 27．3 9．1：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：4．5’5：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：9．1
ひ’ ｮ・｝へ





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































100．0 100．0 100。0 100．0




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































難馴発注先 工 事 件 ? 受注金額???????? 都・下水道局
首都高速公団
都・財　務　局
都・財　務　局
住商サービス㈱
都・財　務　局
都・下水道局
都・下水道局
首都高速公団
練馬区石神井台四・八丁目付近枝線工事
民家防音工事
昭和55年度羽田沖受入施設変電所配線工事
昭和55年度羽田沖受入施設照明設備工事
駐車場工事
都営住宅55H－1002光が丘工事
大田区東雪谷二・三丁目付近枝線工事
世田谷区東玉川一・二丁目付近枝線工事
民家防音工事
その他，あっせん工事
248，780，000
25，400，000
75，090，000
35，600，000
　3，400，000
960，400，000
418，000，000
256，500，000
23，270，（X〕0
300，000，000｝
総 計 2，346，440，000
〔資料〕　東京都中小建設業協同組合の各年度事業報告書より。
Q｝昭和53年度の実績には「あっせん工事」は含まれていない。
一250一
　　　　　　　　　　　　　　　中小建設業の現状とf中期ビジョン」
ないわけではない。これらは，今後の前進の過程で克服されるものと期待している。
　r都中建三年の歩み』の次の一節は，都中協の発展の原動力が何であったのかを示唆しているとと
もに，明日の“横綱”“大関”をめざして奮闘している多くの中小建設業の協同組合にとって，まさ
に服腐すべき金言であろう。
　「都中建三年の歩みをふりかえってみて，まず第一に思うことは，動乱期ともいえるこの時期に，
協会（東京都中小建設業協会…筆老注）がほとんど落伍老も出さず，難関を切りぬけてこられたの
は，組織の力によるということです。そして，協会がこの間になしとげることができた一定の成果
も，けっして協会ひとりの力によるものではなく，全国的な中小建設業の連帯の力によるものであ
り，中小企業運動の一環として獲得できたものである，ということです（27）。」
　“組織の力”“連帯の力”そして“全国的な中小企業運動の一環”これこそ，中小建設業が明日の進
路をひらく組合運動の基軸であり，原動力であるといわれねばならないであろう。
　③　共同受注確保をめざす業者運動の到達点
　周知のように，全国の中小業者のねばり強い運動の結果として，1966年（昭和41年）6月，官公需
の発注に当たり，中小業者に受注の機会を確保するとことを目的とする「官公需についての中小企業
者の受注の確保に関する法律」（官公需法）が制定された。この法律には，①国，公共企業体（専売
公社，国鉄，電電公社）公団等が物品の買入れ等の契約を締結するに当たって，予算の適正な使用に
留意しつつ，中小企業者の受注機会の増大を図るよう積極的に努力すべきこと，②地方公共団体は，
国の施策に準じて中小企業者の受注機会の確保を図るための施策を講ずること，などについて明記さ
れている（28）。
　しかし，官公需を受注するためには，各都道府県中小企業団体中央会をつうじて通商産業局に官公
需適格証明を申請して許可証明を取得せねばならないことになっている。適格組合の証明基準は厳し
く，①組合の団結が強固であり，かつ，熱心な指導者がいること，②組合の経理的基礎が確立されて
いること，③役員が連帯して保証できるなど受注体制が確立していること，など一定の条件を満たす
ものでなければならない。そのため，1980年（昭和55年）12月末現在の適格組合数は全業種で343組
合にすぎず（29），そのうち中小建設業の組合は，おそらく三分の一以下であろうと推測される。
　したがって，多くの中小建設業の組合や任意団体のなかには，これらの要件を速やかにととのえ
て，適格組合の資格を取得し，官公需の共同受注獲得に向けて，懸命な努力を傾注しつつある。こう
した動きのなかで，すでに適格組合の資格を有する組合間の連絡・提携関係を強化し，大きく結集さ
れた力を基礎にして，共同受注の獲得に一定の成果をあげているものや，さらに適格組合が官公需の
共同受注を確保するための全国的組織の結成をめざす動きなど，いくつかの新しい傾向が目立ってき
ている。次にそれらの動向のうち，とくに注目すべき事例をいくつか紹介してみよう。
　事例1　東京建設厚生協会
　東京建設・建設資材関係厚生協会は，協会創立10周年を迎えた1981年（昭和56年）の第11期定時総
会を契機に，新名称・東京建設厚生協会（以下・厚生協会と略す）に改称し，以下に示す新たな活動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一251一
　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学　社会科学研究所紀要
方針のもとで，これまで以上に積極・果敢な諸活動を展開していくことを決議した。
　厚生協会は，もともと1972年（昭和47年），建設産業に関連する各種工事請負，資材販売，測量，
設計，清掃，ビルメン業の中小業者によって設立された任意団体である。とくに「建設行政を大手企
業本位から中小企業へ」のス・一ガンをもとに公共工事の業務分野の拡大に取り組んできた。それと
同時に中小企業に働く従業員の生活と権利を保障し，福利厚生の事業にも取り組むほか，雇用・労災
保険の「事務組合」として労働大臣，都知事の認可団体として，その業務をすすめてきた自主的な組
織である。
　会員は第11期総会時点で78社，そのうち東京都の指名参加資格を有するものは65社。業種構成の内
訳は，建築5，土木1，設計5，地質1，設備35，電気1，メンテナンス17，鉄鋼1，塗装6，その
他6，となっている。
　厚生協会は，前年度の総会で決定した方針一受注増大を中心に建設業はじめ中小・零細企業共通
の諸課題を実現するために，その要求を組織すること，同時に各会員企業の経営安定と企業能力を高
める努力をも推進することなど一一にもとついて，次の目標を設定した。④国および自治体の中小・
零細企業振興策で経営安定をはかること，◎租税特別措置など中小企業の税制面での改善，◎融資面
での長期低利の貸付，㊥官公需の発注比率を高め入札参加制度の改善，㊧下請取引での紛争・苦情を
なすく措置，㊦従業員への労働・福祉面の改善と技術老不足の解消などの措置，㊦異業種任意団体の
要望も尊重すること。
　以上のような活動目標を実現するために，1981年（昭和56年）4月，東京都知事宛に「昭和56年度
事業執行に際しての要望書」を提出し，5月には都財務局経理部の契約調i整官らと「懇談会」を開
き，いくつかの前進的な回答を引き出した。東京都の受注実績は，1979年（昭和54年）9月～1980年
（昭和55年）10月までの14ヵ月間に指名参加会員56社のうち調査回答企業46社の実績をみると，指名
件数784件，落札件数144件。指名件数では前年比7・　！％増・落札件数では0・3％減という状態であ2
た。指名件数では，とくに設備工事関係が伸び，前年比で指名が8．9％増，落札では0．4％増という実
績であった。
　第11期の活動方針では，とくに諸資料の収集と宣伝，研究会などを重視するとともに，要求実現に
向けて会員拡大目標100社をめざし，組織の強化に力を注ぐことを決議した。本年度（第11期）の要
求目標（9項目）のうち，前年度になかった新たな要求項目として，①官公需の発注は，計画の公
開，適正価格発注，分離分割発注物件の増加をはかり，中小企業への発注比率を50％以上確保するこ
と。②指名競争入札制度の実施に当たって，その指名選定基準を改善し，特に中小企業の実態に応じ
た条件の緩和をはかること。③建設業法の許可基準など，中小建設業者が不利となる諸改正はおこな
わないこと……などが注目される。これらの要求事項は，東京都知事をはじめ，関係当局にたいして
強力に働きかけることとし，とくに東京都にたいしては，財務局を中心に関係部局と「懇談会」をか
さねて要求実現のための交渉を実施するという方針を決定した。東京都にたいする「当面の要望内
容」としては，次の7項目が含まれている。　　　・　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－252一
　こうした諸要求を，
範な各層の方々の協力を求めることや，事務局体制を全体の活動業務と，労働保険委託業務を分離し
て，運動面の強化に力を注ぐことを確認したc3e）。
　厚生協会の取り組みが，強化されるかどうかの一つのカギは，事務局体制を強化し，専従職員が十
分な活動ができるよう，その財政的基盤を抜本的に強化することが，肝要であると思われる。とくに
幹部役員に労働組合運動の経験者を配置していることの利点を活用し，運動面において指導性を発揮
しうる組織体制を確立することが望まれる。
　事例H　中小建設業者共同受注連絡会
　中小建設業者共同受注連絡会（以下，共同受注連と略す）は，その「共同経歴書」（昭和55年度）
に明記されているとおり，1976年（昭和51年），東京・神奈川の中小総合請負業者によって結成され
た自主的組織である。
　共同受注連の目的は，「①良質な建築物の提供をめざし，中小建設業者の共同営業，共同受注をす
すめる。②官公庁の指名機会の増大と受注の拡大をはかる。③中小建設業に関する制度上の改善等を
関係官公庁に要請し，その実現をはかる」ことに重点をしぼり，設立以来，一貫して中小建設業への
官公需50％以上の発注，指名機会の増大，J・V発注方式の拡大などの要求を掲げて，共同営業，共
同受注をすすめるための活動に取り組んできた。
　会員会社は，東京8社，神奈川5社，1組合で全体で13社，1組合が加盟している。会員会社の資
本金規模は最低1，000万円から最高8，000万円までの企業で，最近の年間完工高は最低2億5，000万円
から最高18億円クラスであり，東京の会員会社の方が神奈川より比較的企業規模が大きい。1組合と
は，神奈川県中小建設事業協同組合（出資金9㏄［万円）のことである。この組合は神奈川の会員会社
によって1976年（昭和51年）に設立されたもので，官公需ばかりでなく民間工事にも協力・共同によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一253一
　　　　　　　　　　　　　　中小建設業の現状と「中期ビジョン」
1．年度内発注の中小発注率を高め，物件を増やすこと。
2．請負工事の「内訳書」の復活，とくにジョィントベンチャー発注工事にたいしては，これを実
　現すること。
3．設備工事のジョイントベンチャー発注に際してrBクラスの同格組み合わせ」の実現，さらに
　出資割合6対4の実現をはかること（現行は大手7，中小3の割合……筆者注）。
4．設備工事の発注に際し「共通仮設費」を標準設計にもりこみ，受注者の余分な負担を軽減する
　こと。
5．　また都営住宅の設備工事で，内・外部工事の発注基準が不明確と思われるので，明らかにする
　こと。
6．　水道局の工事契約書「別紙」（第17条1項但書）の「軽微な設計変更の金額の増減基準」を廃
　止すること。
7．設計等業務委託への「入札価格の下限制限」の導入をはかること（地方自治法・同施行令の改
　正）。
　　　　　　　　　より効果的にするため，他団体，政党，労働組合のほか，学者，文化人など広
　　　　　　　　　　　　　　　明治大学　社会科学研究所紀要
って大きな実績をあげてきた。
　共同受注連は設立以来，日本住宅公団，国鉄，東京都などにたいし，①発注計画情報の公平な伝
達，②分割発注による指名機会の増大，③適正価格発注，④契約書への内訳書添付，⑤スライド条項
の適用，⑥追加工事における対等な協議などを要望し，一部改善を実現させてきている。それと同時
に加盟企業への指名機会の増大を要望し，指名後は各社の経営努力によって，住宅公団から4件，3
億6，000万円の受注を確保した。さらに，都営住宅など東京都発注物件の指名回数の増大，情報，営
業協力のつみ重ねにより，都庁内にも共同受注連の存在を認知させ，会のメンバーのなかから2件の
受注を実現した。そのほか，都・県・市・区レベルの発注工事は，会員企業の実績と各企業間のJ・
Vなどで数多くの工事実績をつみあげている。
　こうして，積極的な共同営業の経験を生かして，官公需だけではなく，民間工事でも数億円の物件
は営業」・Vを組んで，自社の力量不足，信用を相互に補完しつつ共同営業を発展させている。
　いまや，共同受注連の存在は，東京・神奈川ばかりでなく，良質な建築物の提供をめざす中小建設
業者グループとして，各方面から注目されるようになってきている（31＞。
　事例皿　全国中小建設業適格組合協識会（略称・全国適格協）
　全国適格協は，公共工事の共同受注ができる資格をもつ適格組合を普及し，発展さ竺るため，適格
組合の認定を受けた組合，または認定を受けようとする組合がひとつに結集した協議体である。つま
り，共同受注を主体とする組合の全国組織である。
　建設業にとっては工事の受注が生命である。とくに元請中小建設業者としては，地方公共団体の発
注する工事を獲得できるかどうかが，企業の盛衰を左右する。石油ショック以降の長（Slく不況のなか
で，中小建設業者の多くは，事業協同組合等に結集して企業の防衛・維持に努めてきたが，打ちつづ
く工事の減少に直面して，受注難を打開する道は官公需の共同受注によるしかないと考えた全再の有
志が集まり，1977年（昭和52年）5月，全国中小建設業適格組合協議会を結成したのである。全国適
格協を結成する発起人の中心となったのは東京都中小建設業協同組合（略称・都中協）であった。　　「
　当時，官公需適格組合は，1977年（昭和52年）1月現在，全国で162組合，そのうち，建設業関係
は52組合で，業種別構成は設計・測量14，土木1，建築4，土木・建築13，職別8，建設材料12であ
った。建設業関係の組合の数は同年3月末現在で，事業協同組合が3，304，企業組合が299，協業組合
が73，計3，676組合であったから，適格組合数はそのL4％にすぎなかった。
　全国適格協の発起人には，川崎特定建設業協同組合，大阪府中小建設業協同組合，香川県中小建設
業協同組合，佐世保建設業協同組合，静建事業協同組合，正和建設協同組合，東京都中小建設業協同
組合の正副理事長や理事が中心となり，全国の元請中小建設業者が組織している組合（約370組合）
に加盟を呼びかけた。その結果，設立総会には，全国各地の組合代表130名が参集し，37組合（うち
適格組合認可取得が12組合）が全国適格協に加盟した。通産局別にみると，北海道地区2組合，東北
地区5組合，関東地区18組合，名古屋地区1組合，近畿地区7組合，四国地区1組合，九州地区3組
合であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・
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　1977年（昭和52年）6月，全国適格協の矢島会長は記者会見で，「施工能力があるにもかかわらず，
現行のランク制度でおさえられている中小企業者の受注分野を拡大するためにも，協同組合による大
型工事の受注は必要であること，共同受注によってこそ，組合自体の財政基盤を強化でき，休眠組合
におちこむことを避けられるし，また工事の配分は組合員に直接利益をあたえるばかりでなく，これ
によって金融，共同購入など関連事業も連動して活発化し，ひいては中小経営の近代化，合理化を促
進もできるのである。適格協は時代の要請によって生まれたのだから，まず発注者がこの意義を理解
し，適格組合による共同受注の道を大きく開くよう」訴えた（32）。
　1978年（昭和53年）3月，全国適格協は臨時総会を開き，共同受注を推進するには，なによりも適
格組合にたいする発注者の認識のうすいところを改める必要があり，今後，建設省をはじめ各関係方
面の理解を求める運動を強化していくことを決定した。適格協は，この臨時総会の方針にもとつい
て，建設省，中小企業庁，全国中小企業団体中央会，衆・参両院の商工委員会，同建設委員会，建設
委員会の中小企業振興小委員会などに，官公需受注対策事業の充実，適格組合制度の徹底などにかん
して陳情活動を展開するなど，多面的な運動に取り組み，各方面に少なからぬ波紋を投げかけ，全国
的にも大きな影響力をもつようになった。
　そして，さらに全国適格協の運動を強力に推進していくためには，任意団体である協議会から，中
小企業等協同組合法にもとつく協同組合連合会へ発展させることが必要であるという考えが強まり，
そのための準備活動に着手しはじめた。
　単位協同組合から協同組合連合会へ発展させることによって得られるメリットは，①参加組合の事
業を統一的に運営することができるし，協議会よりも，さらにその力を強力に発揮できるようになる
こと，②これまで適格協の参加組合が，国や公社，公団の工事を受注することは容易にできなかった
が，連合会になれば，連合会がこれらの発注機関から受注し，これを参加組合に配分するなり，ある
いは参加組合の組合員に直接配分することも可能になること。③1975年（昭和50年）7月，政府出資
20億円，業界出資30億円で設立された「建設業振興基金」は，建設業者団体が共同事業を行うための
資金を金融機関から借り入れる場合，その債務保証やその借入金の支払利息の一部について助成を行
うことを主な事業としている。しかし，事業協同組合の場合，被保証者は建設大臣の認可する協同組
合に限られており，知事認可の組合は除外されている。適格協の組織が連合会を結成すれば，その債
務の被保証者となることもできる。
　以上のような見地から，全国適格協を連合会へ発展させるための準備作業を急ぐこととなった．連
合会に参加する会員の資格，会員数，参加都道府県数など，連合会の一定水準の確保と要件の具備な
どが，連合会設立の必要条件である。すでに建設省とも折衝をかさね，会員資格について建設省の了
承を得た。会員数にっいては30組合以上，参加都道府県数25以上という建設省や全国中小企業団体中
央会などの意向もあり，会員拡大に既加入組合の積極的な努力がもとめられることとなった。
　こうして中小建設業協同組合による全国連合会設立の準備は着々とすすめられているが，ただ，対
象組合，とくに小規模組合におけるローカル意識や共同受注事業にたいする各組合の取り組みのちが
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　い，建設業適格組合の空白県が未だ存在するなど，連合会設立に向けて，越えねばならないいくつか
の騰な状態もある・しかし・適醐が官蠕の共同難拡大一向けて大きく前進するためにも，A±，
国連合会の結成が期待されている。
　なお，全国適格協は，1981年（昭和56年）2月の理事会で，官公需受注組合相互の協議会であるこ
　とを明確にするために，名称を「全国建設業官公需協同組合協議会」と改称することに決定した（33）。
　事例IV　全日本建設共同組合（略称・建設コ・一一プ）
　1980年（昭和55年）12月，全日本建設共同組合（以下，建設コープと略す）の設立総会が東京で開
かれた。参加人員は，東京をはじめ北海道，福岡，高知などから中小建設業者数60名。設立総会で建
設コープの会長に選任された全日自労建設一般労働組合委員長・中西五洲氏は，「われわれは，日本
では前人未踏の建設コープ運動を展開しようとしている。日本型の建設コープはどうあるべきか，建
設コープとして調査団をイタリアに送りもっと研究する必要がある。
　コープの中で企業家と労組との関係は，自動車にたとえると労働者と労組がエンジンであり，企業
はハンドルである。推進者は労組と労働者であることを自覚し，日本における建設コープ運動を成功
させるため，民革運動をもっと職場に定着させながら，全日自労としては全面的に協力したい」と挨
拶した（34）。
　では，中西氏がいう「日本では前人未踏の建設コープ」とは，いったいどのようなものか，その特
徴を建設コ　一一プの事業方針のなかより摘出してみよう。建設コープの事業方針には，次のような趣旨
説明の一節がある。
　　「今日の大企業中心の日本経済のしくみ，政治のしくみと政府の施策に対して勤労国民は，住宅建
設をはじめ，豊かで住みよい町づくりなど国民生活向上に関連する環境づくりの要求がいっそう切実
さを増しています。苦しい生活のなかで自ら豊かな生活設計をめざして“良い住い”をつくりたい要
求もいっそう切実さを増しています。そして良心的な中小建設業者と建設労働者は，こうした勤労国
民の切実な要求にこたえ，業者はその事業を，労働者はその技術を真に国民のために，生かしたいと
ねがっています。私たちは，中小建設業者が，関連業者や建設労働者みずからの事業経営の発展や生
活を改善するために，自主的に協力共同し，受注の拡大，仕事の創出，経営の合理化，近代化，資材
の共同確保，技術改革向上，教育，情報事業等々にとりくむなら必ずや大きな成果をあげることがで
きるものと確信します。
　この協力共同の事業は，近い将来共通する目的と要求で中小企業協同組合法にもとづき“全国的”
に大きく結集し“全国的事業”にとりくむことによって大きな力を発揮することが可能となり，その
目的を達成することができるものと確信します。r当面は共同事業の実績を着実に積み上げ，早い時
期eti“建設大臣許可”が獲得できる様全国的な取くみをつよめます。この協力共同の事業は，建設産
業の民主化，日本経済の民主化という国民の願いを着実に前進させるものとなるでしょう』」（原文の
まま）。
　以上のような設立趣旨にもとついて，建設コープは，全国にまたがる「広域組合」として，中小建
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設企業，同関連企業、事業協同組合，企業組合などの各事業体を結集し，全国的事業として発展させ
ることをめざす組織体である点に特色がある。
　建設コープの「目的と性格」は次の7項目に要約されている。
　（1｝協同組合は，国民・地域住民の切実なねがいであるよい住まいづくり，くらしよい豊かな街づ
くりに積極的に参加し，その実現を通じて事業の発展をはかります。また協同組合は国民消費老のた
め，“責任ある仕事”“良い仕事”をすることを基本にします。
　（2）協同組合は，この地域住民の要求にもとつく地域の開発，街づくり，住まいづくりの実現に，
協同組合と良心的な中小建設業者が協力共同して努力することによって，協同組合と組合員の事業活
動の発展があることを明らかにして事業活動をすすめます。
　そのため，地域住民をはじめ，労働組合，民主団体，市民団体と協力し，街づくり，住まいづくり
の運動の発展に奮闘し，また自治体とともに実現に努力します。
　（3｝協同組合は組合の民主的運営をはかり同時に労働者の生活と地位の向上に努力します。加入組
合員の科学的な経営管理，技術の開発向上，情報，福利，厚生，教育事業等の事業を行い経営の発展
をはかります。
　（4）協同組合は，大企業本位の建設業界を，国民と地域住民に支持される建設業界にし，中小建設
業者の経営が安定できるものにっくりかえ，国の経済の民主化に積極的に貢献します。
　民主的地域づくり，街づくりは，基本的には大企業本位の産業基盤づくりから，国民本位の生活基
盤づくりの方向へ大きく変えていくことが必要です。
　このため，建設協同組合は自からの力を大きくするとともに，他の中小零細企業，労働者によびか
け，協力・共同して，経営とくらしを守るこの運動を積極的にすすめ，また，労働組合，民主団体，
市民団体をはじめ自治体と協力して，建設業の民主化，日本経済の民主化に努力します。
　（5）労働組合と労働老は，国民と地域住民の要求にこたえる強大な事業協同組合の建設をすすめ
る。この協同組合（建設コープ）の事業を支援します。
　（6）労働組合と労働者は，自覚的に技術の向上，学習にはげみ，労働規律を確立し，中小建設業者
との共通の目標を実現することと，自らの賃金津労働条件の向上を統一してとらえ，建設コ・一一プの発
展に協力します。
　｛7）この組合に参加する経営者と労働者は，相互の立場を尊重し，認めあい，経営老の経営権・自
主性・労働組合の自主性・独立性を相互に守り合います。また協同組合（建設コープ）を発展させる
ため，参加企業の労使が協力共同して利益の確保，事業経営の発展に努力します。
　以上のような，まことに壮大な目標を掲げて発足した建設コープではあるが，その後の活動の状態
は，どのように進展しているのだろうか。未だ発足してから2年に満たない現在，ここでの評価はさ
しひかえたい。
　もともと，この全日本建設共同組合（建設コープ）の発足の動因となったものは，1979年（昭和54
年）2月，全日自労が派遣したイタリァ建設コープ　（Consorz量o　Nazionale　della　Cooperazione　delle
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Costruzione）調査団の成果に依拠したものと思われる（35＞。　したがって，イタリアの建設コープに範
をもとめて創設された「日本型」建設コープは，日本とイタリアとの主体的力量の差を無視するわけ
にはいかないであろう。そればかりでなく，日本の労働組合運動の実情と中小建設業の協同組合運動
の現状を度外視して，十分な準備体制のないままにスタートしたとすれば，雄大な構想は，厳しい日
本の建設業界の厚い壁にはばまれて，空中分解する危険性を覚悟せねばならないであろう。発足した
ばかりの建設コープが，幾多の試練を乗り越えて前進するためには，最低限の条件として次の事柄を
十分に配慮し，その基礎を固める必要があると考える。まずag　一一に，広範な中小建設業者と労働者に
建設コープの存在意義，設立の趣旨と目的，具体的な計画と実施の見通しなどについて，徹底した宣
伝・啓蒙活動を行い，多くの中小建設業の経営者と労働者の理解と積極的な協力を得ること。第二
は，十分な財政的基礎を確立するとともに，建設業界の実情を熟知しており，企業の経営実践につい
ても豊富な経験をもち，優れた指導性と組織能力を有する卓越した専従の幹部（専務理事・事務局長
など）を中軸に配置すること。第三として，政治・経済情勢の的確な分析・政府の政策，自治体の行
政，諸法令・諸法規などの綿密な調査・研究の持続性を保障する体制を確立することなど，三つの基
本条件の設定である。
　事例V　零細建設業者の建設共同センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　「売れない」「建たない」「買えない」という言葉に象徴されるように，仕事量が大幅に減少し，支
払条件の悪化・代金の未払い，原材料の高騰，加えて大企業の住宅部門への進出などの複雑な要因が
折りかさなって，建設産業の最末端に位置づけられている圧倒的多数の零細建設業者は，日増しに深
刻な営業危機に直面している。こうした状態のなかで，何よりも仕事量の確保をめざして，零細建設
業者による「建設共同センター」「民商マイホームセンター」が，全国各地において，近年，急速に
組織され，注目すべき運動を活発に展開している（36）。
　零細業者を中心とする「建設共同センター」や「民商マイホームセンター」などの多くは任意団体
である。なかには，最初から事業協同組合を設立して，共同受注に取り組んでいるものが最近では目
立っている。そのなかでも，注目すべき成果をあげている典型例をいくつか紹介しよう。
　民家防音工事については，空港周辺，新幹線，幹線道路などの周辺地域で実施されているが，兵庫
県・伊丹民商民家防音工事協会では実に70億円もの受注確保に成功し，全国的に各方面より注目され
ている。東京の新大田建設業組合でも，羽田空港周辺防音工事を受注し，1977年（昭和52年）8，500
万円，78年（昭和53年）8，500万円，79年（昭和54年）1億6，000万円，80年（昭和55年）2億2，600
万円と年々受注額を伸ばしてきたが，こうした実績をふまえて，さらに高速道路周辺の民家防音工事
にも積極的に取り組んでいくと意気込んでいる。’
　山梨建築事業協同組合は，「仕事を確保し資金難を少しでもやわらげ，下請け単価の切り下げ等の
不利な状況を団結の力で切り開く」という趣旨のもとに，1977年（昭和52年）に設立された。組合員
は当初16名で，老の内訳は，工務店3，電気2，サッシ1，建具2，屋根板金1，瓦1，スレート1
水道1，鉄工所2，塗装2という構成で，文字どおり零細業者の組合である。発足後3ヵ月位は赤字
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であったが，4ヵ月目頃から工事量も増え，53，54，55年の各年度とも黒字決算となり，組合員も23
名，出資金も150万円から500万円となり，事務局体制もととのってきた。その結果，55年度は1億
3，700万円となり，56年度はさらに2億円突破をめざすようになった。さいきんでは，1日1件の割
合で工事の注文が入り，工事発注者の大部分は，民商，生協，山梨勤医協などの民主的な組織と個人
で，工事量の8割を占めているという。この協同組合は，まさに「民商が生んだ組合を，民主勢力が
育てている」というのが現状であり，組合員の団結も固く，各自が自分たちの組合を「大企業と闘う
民主勢力の運命共同体」と考えている。同組合の斎藤理事長は，「真に工事発注者の立場に立った綿
密な打ち合わせや工事計画とそれに伴う資金計画，様々な業種によるスムーズな工事進行と管理をう
まく行なうためには，事務局と組合員の血の通った固い信頼関係の上に意見統一が行なわれること
が，組合運営の重要なポイント」と，これまでの経験を総括している（37）。
　零細な建設業者が，億単位の公共工事を受注するには，筆舌にいいあらわせぬ程の苦労がともなう
ことはいうまでもない。前述した伊丹民商民家防音工事協会の例が，その代表格であろう。1975年
（昭和50年）11月の初受注から，1981年8月までの総受注額約70億円に達する驚異的な成果をあげる
までには，必死の努力とたたかいのつみ重ねがあった。「仕事があっても半月分ぐらいで，このまま
では先行き不安だ」，「仕事の底がついた。どうしても仕事が欲しい」，「今の状況では倒産必至で生活
保護を受けなければならない」など，零細業者はギリギリの線まで追い込ままれた。「中小業者の生
活と営業を守るには，自らが団結して運動に立ち上がる以外に生きる道はない」と決意し，建設業者
危機突破集会や自動車パレードなどで内外に訴えるとともに，市当局にたいして，「公共工事をまわ
せ」「仕事をよこせ」の運動を必死ですすめてきた。
　こうしたなかで，空港当局や市の空港部との交渉や組合内での話し合いを何度も繰り返すうちに，
①仕事の内容は改造工事であり，技術面でも自分たちで十分できる。②資金面でも一戸当たり平均
125万円だ。また市との交渉で，市の制度融資運用面で考慮するなどの確約を得たので問題はない。
③爆音被害の苦しみを体で知っている私たち地元の，町場の業者こそ住民の立場にたった立派な仕事
ができるし，またさせるべきだ。
　以上の3点を確認し，実に50回余にのぼる交渉をかさねると同時に，組合では広く建設業者に呼び
かけ，防音工事参加者をつのり，関連事業の左官・塗装・電気工事などを含めた受注チームづくり，
工事参加申請手続き，市当局への推薦名簿提出要請などに力をそそぎ，「伊丹民商民家防音工事協力
会」を結成し，市の推薦を受けて空港当局に入札参加申請を年度の途中で受付けさせることができ
た。こうして，待ちに待った“公事発注”の連絡が1980年11月に届いた。民防工事参加の全業者に発
注されるまで，この運動を開始してから実に1年半の長きにわたる苦闘をつづけてきたわけである。
　こうした運動の経験を基礎として，協会の統一と団結を瞳のように大切にしながら，業者の経営面
での強化を促進し，・民防工事参加業老は必ず経営審査を受け，市の入札指名業者として参加すること
を原則として運動を発展させていった。その結果，市の公共事業の仕事を獲得し，53年度3件で622
万円の受注額から，54年度は14件，3，157万円，55年度は19件，5，833万円へと年々受注額を増大させ
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伊丹における官公需受注では，一定の市民権を確立しつっある（38）。
　以上のような先進的な運動に学び，それに呼応するかのように，全商連・民商の運動と密着しなが
ら，全国各地において零細業者・1人親方業者が力を結集して，「建設共同センター」，「マイホーム
センター」の設立に取り組んでいる。こうした動きをどう評価したらよいのか。この点について，「諏
訪民商マイホームセンター」の設立に取り組んできた大久保貢氏（長野県諏訪地方民商事務局長）は，
次のように述べている。「一人の努力で生きてゆくか，それとも仲間と協力し合いながら新しい生き
方をするか，ここにマイホームセンターの誕生の経済的・社会的な背景があるのです（39）」。まさに示
唆に豊む発言であろう。
　以上に紹介した事例はごく一部の代表例にすぎないが，これからの零細建設業者の新しい生き方と
して注目すべきである。こうした貴重な経験をつうじていくつかの教訓を学びとることが大切であろ
う。その意味でも，1981年8月，大阪で開かれた第1回中小商工業全国交流・研究集会の建設分科会
での報告と討議は，実に貴重な内容を含んでいたと思う。零細業者の団結によって仕事を確保し，多
くの成果をおさめたことの教訓を太田垣英機氏（兵庫県商工団体連合会事務局次長）は次のように集
約している。
　①　零細な建設業者も力を合せれば大きな仕事が確保できると自信を持ったこと。
　②　仕事の確保とともに十分に仕事をやりとげる能力があることを証明し，大手建設会社の下請ば
　　かりをしなくも生きる方法があることをつかめた。
　③　官公需の受注にみられるように公共工事でも零細業者でもりっぱに責任を持って良い仕事をす
　　ると自治体の職員に認識させ，入札の機会が多くなった。
　④　業者の団結した力と開拓者精神があれば「道は開けてくる」ことを実践で示し，全国の仲間を
　　勇気づけた。
　⑤　零細建設業者と農村労組，建設労働組合，全日自労をはじめ地域の労働組合，勤労市民と共通
　　の課題で大手の建設業者との闘い，国・県・市の住宅政策に対する要求など統一した行動が組め
　　る基礎ができた。
　⑥　民商三十年の歴史の中で経験したことがなかった仕事確保で大きな成果をあげるために，自分
　　達の努力で展望を切り開き，自信を持って「八十年代の零細建設業者の新しい生き方」の基礎，
　　方向が確立できた（4’）。
　だが，中小業者を中心とする建設共同センターや事業協同組合には，以上にみてきたような先進的
な成功事例ばかりではなく，失敗の事例も少なくない。中小業者の自主的・民主的共同化への取り組
みが，常に一定の困難がともなうのは，これに参加する業者の間に利害の不一致が往々にしgみら
れ，自己の利益のみに眼を奪われて脱退する者や団結の弱点が何かのきっかけで表面化し，組合分裂
という不幸な事態を引き起こす場合も決して少なくはない。参加業者の人間的つながりと相互信頼が
稀薄な場合には，業績が低下すれば責任のなすり合いとなり，成績が向上すればそれだけ利益と功績
の奪い合いが生じやすい。こうした弱点を主体的に克服し，共同の事業と運動を発展させ，成功に導
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くための前提条件が，すでに多くの経験をつうじて明らかにされている。これについてはすでに述べ
たので繰り返さない（232ページ参照）。
　そのうえに，さらに付け加える必要があるとすれば，実際の運営上の問題であり，とくに留意すべ
き事柄について指摘しておくことにする。
　①　単に仕事がないから，仕事が欲しいから，というだけの理由で建設共同センターや協同組合を
　　設立するのではなく，共同化，組織化の目的と理念を明確にし，これを成文化すること。
　②　組合の役員の構成と選出方法および事業の運営を徹底的に民主化し，参加業者の相互信頼と団
　　結強化を何よりも大切にし，組合員の発言権を対等・平等に保障すること。
　③　受注した仕事の配分については，集団討議をつみ重ねて不満が残らないように細心の配慮をも
　　って実施すること。
　④　欠陥工事をなくすため，施工過程における相互点検と民主的な内部検査制度を確立し，相互批
　　判の気風と集団責任体制を強化すること。
　⑤　個々の組合員の責任と義務の範囲を明確にするとともに，設計・積算・見積・仕事の分担・検
　　査など，組合員の人数，経験，資質，力量に適合した専門的な各種委員会を設置して，一部役員
　　の恣意的な判断で，これらが左右される余地をなくすこと。
　⑥　技能研修を実施し，新しい工法や新建材についての知識を身につけ，発注者の多様な要求や建
　　築技術の進歩に即応しうるようにすること。
　⑦　若い人たちの意見を尊重し，指導的な幹部の育成に系統的に取り組むこと。
　⑧　組合員の自覚を高め，意識の自己変革を促進するための教育・学習活動をとくに重視するこ
　　と。
　⑨　労働組合をはじめ多くの民主団体・組織との連携を強化し，各種の共同行動に積極的に参加
　　し，地域での影響力を拡大すること（41）。
　最後に，蜷川虎三氏の叙述から，三たび引用させていただき，そこから汲み取るべき教訓を指摘し
ておこう。
　「協同組合がよくその設立の目的を果たし得るかどうかはただ組合の経営いかんによるものである
が，その経営の根本を決するものは組合員が自分たちで組合を経営しているのだという意識と熱意と
である。組合経営の困難な点はこの根本条件を満足するような自覚をもった組合員で協同組合を組織
することがなかなか難しいところにある。もちろん，組合の業務担当者たる役職員に協同組合精神に
徹し，しかも経営能力をもった人を得ることが非常に困難で，組合経営にっいていつも問題になるこ
とは事実であるが，この問題の解決に結局のところ組合員の自覚と熱意とに求めるより外にない。こ
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　■　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　り　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　
の意味において協同組合の経営はまた同時に組合員の教育であることを忘れてはなら塗い（42）」（傍点
は筆者が付けたもの）。
　協同組合を構成する個々の組合員の“意識”を高め，“熱意”を保持していくための大事な要件の
一つは，系統的で間断なき教育・学習活動への取り組みであろう。教育・学習活動を組合活動におけ
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る重要な柱の一つとして位置づけ，これを常に重視して取り細むことは，組合員の経営能力を向上さ
せるばかりでなく，相互扶助の精神を培い，団結の力を強め，組合運動のかなめとなる幹部活動家層
の厚みを増すごどにもつながるであろう。
　二場邦彦氏も指摘されるように，「わが国の中小企業分野の協同組合では，共同事業としての経営
技術に関する教育は行なわれても，協同の思想に関する組合員教育や，中小企業発展の展望と結びつ
けた共同化に関する教育はほとんど行なわれてきていないq3）」。協同組合における教育活動の重要性
は，1844年に設立されたロッチデール開拓者組合のいわゆる・ッチデールの9原則のなかにも「組合
員の教育に力をそそぐこと」と指摘されている。それ以来の伝統として教育活動の重要性が機会ある
たびに強調されてきた。協同組合の発展途上において，予測しがたい困難な問題に直面したとき，日
常活動として組合員の教育を軽視してきたことの弱点が，思わぬ破綻をもたらす場合がしばしば生ず
る。とくに組織の拡大に力を注ぎ，新しい組合員の比重が高くなってくれば，組合結成当時の開拓者
精神や独自の理念・目的についての共通の認識を保持することが難かしくなってくる（44）。“一国一城
の主”としての小所有者意識を克服し，中小業者の団結の仕方，あるいは団結の強固さを一定水準の
政治意識にまで高揚させる努力を怠れば，協同組合の事業の発展も，大企業の圧迫，妨害に抗してた
たかう姿勢も，そして，中小企業老自身のおかれている社会的・経済的地位を向上させることも至難
といわねばなるまい。
（注）
　（1）たとえば，1981年（昭和56年）9月9日付r日経産業新聞』，同r日刊工業新聞』，同『日刊建設産業新
　　　聞』同r日刊建設通信』，9月16日付r建通新聞』，9月27日付r北海道建設新聞』などに紹介されたほか，
　　　多くの中小建設業の方々から好意的な感想や意見を寄せられた。
　（2）筆者は，本稿執筆の途上で，東京都中小建設業協同組合（都中協）と社団法人・東京都中小建設業協会
　　　から発行されている貴重な諸資料の提供を受けた。これらには，中小建設業の現状と今後の課題を考察す
　　　るうえで示唆に豊む指摘が少なくない。ただ，「中小建設業の中期ビジョン」が発表された後であったた
　　　め，活用することができなかったことは惜しまれる。
　（3）東京都中小建設業協会（都中建）の見解によれば，「現在，建設業界にはその利害を異にしていた次の
　　　四階層が存在している」とし，資本金規模別に建設業者を以下のように分類している（東京都中小建設業
　　協会r中小建設業の受注の確保と業界の再編成』，資料第2号，1975年7月，20ページ）。
　　1．大手企業　資本金10億円以上
　　2．　中堅企業　資本金1億円以上10億円未満
　　3．　中小企業　資本金500万円以上1億円未満
　　4．零細企業　資本金500万円未満
　（4）全中建とは，全国中小建設業協会の略称。中小建設業の社団法人，任意団体，個人め集団によって構成
　　　されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　gS）建設業の共同企業体は，ジョイント・ヴェンチャー（Joint　Venture）J・Vと略されることが多いが，
　　1930年代アメリカ西部コロラド州のフーバー・ダム建設工事（1931年着工，1935年完成）における共同企
　　業体が有名である。当時，世界最大のダム（総工事費約5，000万ドル）を建設するために結成されたこの
　　共同企業体は，近代的共同企業体の噛矢といわれている（建設業共同企業体研究会編著r改訂・建設業共
　　同企業体の解説』，建設業振興基金，1979年11月，4ページ）。
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　　　なお，わが国に共同企業体方式による施工が導入され，実際に利用されたのは，1950年（昭和25年）4
　　月，沖縄で施工された米軍基地工事が最初であるとされており，施工業者はアメリカ側1社（モリソン）
　　と日本側3社（鹿島，大林，竹中）であったが，その実態は日本側の役務供給契約に近かったといわれて
　　いる（荒井八太郎『建設請負契約論』，254ページ。同上書，5ページより引用）。
（6）　東京都財務局は，工事契約件数が減少するなかで，1975年（昭和50年）6月，大手業者と中小業者間で
　　企業体を編成し，一定規模以上の大型工事を受注する共同企業体方式を採用した。その後，財務局になら
　　って都の各局もこの方式を実施した。その後の経過をふまえて，都中建は，J・V方式について検討した
　　結果，「実際にはペーパー・ジョイントとなる弊害が生じ，また大手と中小との間では，工事のチーム・
　　ワークも円滑にいかないなどの点があるので，1976年（昭和51年）4月，中小業者で施工可能な工事はで
　　きるだけ分割発注をすること，中小で施工可能な大型工事について共同企業体方式をとる場合は，大手業
　　者を除外して，中小業者同士だけで編成するよう要望することを決定したという（東京都中小建設業協会
　　r都中建三年の歩み』，資料第4号，1976年7月，11－12ぺ一ジ）。
　　　なお，都中建は∫・V方式の限界と欠点を指摘したうえで，「中小企業の運動としては，やはり事業協
　　同組合による受注を，本筋として推進してゆくべきだ」という考えを発表している（東京都中小建設業協
　　同組合『共同請負制度と協同組合の共同受注』，資料第2号，1977年5月，8　tR　・一ジ）。
（7）故山内雄二氏は，生前，中小建設業が官公需の受注を獲得するため，献身的に活動され，その貴重な体
　　験にもとついてr不況下における中小建設業の現状と官公需工事分野拡大のために』（中央建設研究所，
　　1975年12，月）という貴重な報告書を遺された。そのなかで，同氏は革新都政下におけるJ・Vの意義につ
　　いて積極的に評価されている（同上書，18－20ページ）。
（8）『朝日新聞』1981年11月8日付。
（9）r赤旗』1981年12月4日付。
（10）『日本経済新聞』1981年10月20日付。
（11）r都中建三年の歩み』，前掲資料，20ページ。
（12）　東京都中小建設業協会r不況下中小建設業の緊急課題』，資料第1号，1950年4月，16－17ページ。
（13）同上資料，17ページ。
（14）　静岡県建設業協会・昭和会『提言』，1979年7月，10ページ。
（15）蜷川虎三r中小企業問題の解決』，時事通信社，1950年6月，122ページ。
（16）　同上書，75ページ。
（17）　自覚的な中小業者のナショナル・センターとして，今日，全国の中小業者のなかに抜きがたい組織力を
　　もつにいたった全国商工団体連合会（全商連）の過去30年の諸活動を集約したものとして，全商連史編纂
　　委員会・政治経済研究所編r民商・全商連の三十年』（全国商工団体連合会，1981年10月）は戦後日本の中
　　小業者運動吏にかんする注目すべき文献である。また，全商連傘下の東京商工団体連合会の30年の歴史を
　　集約した文献として，東商連30周年歴史編纂委員会編r東商連三十年のあゆみ』（東京商工団体連合会，
　　1981年9月）がある。
（18）　自主的・民主的共同化の先進的な二つの事例として，協同組合東友会ボランタリーチェーンと全京都建
　　設協同組合の事業と運動については，渡辺睦編著r中小業者の生きる道一業者運動の到達点一』，東研，
　　1978年11月，第8章（毛塚徳雄氏執筆）および第9章（中嶋豊氏執筆）を参照されたい。
　　　なお，両組合には，それぞれ独自の20年史が公刊されている。協同組合東友会ボランタリーチェーン編
　　r東友会二十年史一その運動二十四年一』，協同組合東友会ボランタリーチェーン，1981年4月。全京
　　都建設協同組合編『全京都建設協同組合更一その20年と展望一』，1975年9月。
（19）都中建の分類によれば，全国の建設業関係の事業協同組合には，すでに設定されている組合，また今後
　　結成されるであろう組合をも含めて，おおよそ，①地域中小企業者の，自主的な意志によって結合した組
　　合，②特定の大企業の系列下に協力業者として組織された組合，③既存業界団体の傘下に，大企業の指導
　　・育成のもとに結合された組合，の三種類に大別される（東京都中小建設業協会r不況下中小建設業の緊
　　急課題』，資料第1号，1975年4月，4－5ページ）。
（20）　中村清一「官公需受注拡大の取組み（全京都建設協同組合）」r全商連資料』1981年12月号，10－11ペー
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　　ジ。
（21）全京都建設協同組合『昭和55年度事業報告書・昭和56年度事業計画書』，17－18ページ。
（22）　事業協同組合の現状と問題点については，二揚邦彦「事業協同組合の現状と展望一経済民主主義にお
　　ける役割にふれて一」，坂寄俊雄編r生活協同組合と現代社会』，法律文化社，1978年11月，所収の論稿
　　および，同「共同化と組織化の力で」，坂寄俊雄・二場邦彦編r明日の中小企業』，法律文化社，1981年11
　　月，所収の論稿には注目すべき示唆に豊む指摘が多い。
（23）全京都建設協同組合編，前掲書。132－133ページ，170－171ページ参照。
（24）r都中建三年の歩み』，前掲書，4－5ページ。
（25）　第75回国会参議院予算委員会会議録（第16号），東京都中小建設業協同組合r官公需と共同受注』（資料
　　第1号）1975年3月。　　　　　　　　　　　　　　　　”
（26）（27）都中協および都中建の以上の経過については，主としてr都中建三年の歩み』，前掲書に依拠して
　　いる。
（28）　官公需法や毎年閣議決定される「中小企業者に関する国等の契約の方針」でも明記され，中小企業者の
　　受注機会の増大や事業協同組合の活用，法令にもとつく随意契約制度の活用などがうたわれているにもか
　　かわらず，中小企業向けの契約は，54年度の官公需総実績額8兆9，218億円のうち3兆1，458億円（35．3％）
　　55年度9兆4，938億円のうち3兆4，480億円（36．・3％），56年度は目標額として3兆8，980億円（36．8％）と
　　いう状況である。
　　　しかも，官公需法で国，公共企業体とならんで「公団等」も中小企業向け発注者として規定され，日本
　　住宅公団，日本道路公団，首都高速道路公団，水資源開発公団，阪神高速道路公団，目本鉄道建設公団，
　　および雇用促進事業団など法入が政令で指定されている。建設業に関係が深いこれらの公団からの中小企
　　業向け発注額の割合は，次のようにきわめて低い状態である。
　　　　　　　　　　全体の比率　　　　　　　　公社・公団
ll召和51年度
　　52年度
　　53年度
　　54年度
　　55年度
　　56年度
34．　0％
34．　0％
35．0％
35．3％
36．3％
36．8％
27．9％
27．7％
29．0％
28．8％
31．3％
30．5％
　　なお，不正経理の摘発で問題になった電電公社は，51年度22．0％，52年度21．9％，53年度22．0％，54年度
　22．7％という低い割合で，これをみても大企業との癒着が明らかであろう（中村清一，前掲稿，10ページ）。
（29）　中小企業庁編r中小企業施策のあらまし』（昭和56年度版），中小企業調査協会，216－217ページ。
（30）　東京建設厚生協会の第10期（昭和55年度）および第11期（昭和56年度）定時総会議案，その他の資料参
　　照。
（31）　中小建設業者共同受注連絡会r昭和55年度共同経歴書』および新協友の会r住まいの友』第44号，1980
　　年5月10日など参照。
（32）　東京都中小建設業協同組合r公共工事の共同受注と全国適格組合協議会』，資料第3号，1978年6月，4
　　－5ページ。なお，全国適格協の設立経過と活動状況については，同資料に依拠している。
（33）全京都建設協同組合『協組ニュース』第142号，1981年4月。
（34）新協友の会r住まいの友』，第42号，1980年1月1日。
（35）全日本自由労働組合rイタリア建設コープ調査報告』，1979年3月。全目本自由労働組合「イタリアの建
　　設コープ（協同組合）の調査団報告（上）（下）」，九州産業労働研究所r九産労月報』，第337－338号，1979
　　年1月，2月。なお，イタリアの建設コープ全国組織の組織と事業については，原嘉彦訳「イタリア建設
　　二・一プの事業活動の概要」，前掲誌，第351号，1980年4月，などを参照されたい。
（36）第1回中小商工業全国交流・研究集会実行委員会『日本の中，1・商工業・’80年代の展望と課題』，同実行
　　委員会，1981年11月，112ページ以下参照。とくにく建設分科会基調報告〉太田垣英機「80年代に明るい展
　　望を示す零細建設業者の新しい生き方」を参照されたい。
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（37）斉藤義広「建設業者の組合づくり」，同上書，30－33ページ。
（38）　東尾定秀（伊丹民商民家防音工事協力会会長）・川本二十三（同事務局長）「空港周辺民家防音工事の受
　　注運動」『全商連資料』，第240号，1981年2月号，12－13ぺ一ジ。
（39）大久保貢「諏訪民商マイホームセンター設立と活動」『全商連資料』・第240号・1981年2月号・16ぺ一
　　ジ，
（40）太田垣英機，前掲稿，116－117ページ。
（41）拙稿「燃えあがる民主的協同化への息吹き」，r日本の中小商工業・’80年代の展望と課題』・前掲書・128
　　－129ページ。
（42）蜷川虎三，前掲書，83－84ページ。
（43）坂寄・二場編，前掲書，232ページ。
（44）東京を中心に400名余の小売薬業者を組織し，いまや業界において抜きがたい影響力をもつまでに成長
　　した協同組合東友会ボランタリーチェーンの20余年の歴史は，薬学を愛し，国民の生命と健康を守る小売
　　薬業者の創造的なたたかいの歴史でもある。明確な指導理念に裏付けられ・事業と運動を見事に統一した
　　1希にみる結晶体であり，中小業者の英知を結集して構築した自主的・民主的協同組合の典型といえる（r東
　　友会二十年史一その運動二十四年　　』参照）。20年史編纂副委員長の岩井宗一氏は・「つぶれるべくし
　　てつぶれなかった東友会の歴史」の“秘密”を5点に要約されているが，その第1点として「学習の重視」
　　をあげておられる（r協同組合東友会ボランタリーチェーン創立20周年記念式典録』，1981年4月，34－35
　　ページ）。東友会ほど組合員の学習・教育活動を重視し，創立以来一貫して取り組んでいる事業協同組合が
　　他にあるだろうか。筆者は寡聞にしてその存在を未だに知らない（拙稿「自主的・民主的協同組合におけ
　　る組織原則と幹部のあり方」，協同組合東友会ボランタリーチェーン，1981年11月を参照されたい）。
おわりに
　「中小建設業の現状とr中期ビジョン』」と題する拙稿をしめ‘くくるに当たって・筆者の念頭に強
く焼き付いて離れなかったもの一本稿の問題意識の底流をつらぬくもの一は何であったかを，い
ま，ふたたび確認し，今後の研究課題として引きつづき取り組んでみようと思う。
　その第1は，戦後日本における建設産業の飛躍的な発展を支えてきた深部の力は，重層的下請構造
の底辺部分に位置づけられている圧倒的多数の中小・零細業者と，そこで雇用されている労働者の血
のにじむような努力であった。しかし，今日，50万近い建設業者の大部分を占める中小・零細業者と
500万人を越える建設労働者の多くは，営業と就労の安定をおびやかされ，先行きの見通しもたたな
い苦難な状態におかれている。
　ところが一方，独占・大企業のなかには，史上空前の高収益を記録すると同時に，建設投資の伸び
悩みによる量的不足を海外工事と新分野への進出でカバーしようという戦略的課題に取り組み，国家
権力との結びっきを強め，政・官・財の複合体制のもとで着々とその地歩を固めつつある。その基本
方向は，80年代から21世紀へかけて，さらに大きく飛躍することをねらい，①エンジニァリング・コ
ンストラクター（EC）への脱皮一いうならば“脱請負”システム産業化，複合企業化への方向。
②海外戦略の強化，“建設輸出”一いうなればソフトウエアの輸出を増大する方向。③プロジエクト
・ファインディング，大規模な都市開発，エネルギー，水資源開発，臨海地域開発，関西新空港開発
などへ向けて，建設業界と鉄鋼業界が手を結び，官民一体となって大型プ・ジェクトを推進する方
向。これらの三つの方向をめざして，国民的コンセンサスづくりのためのPRなど，積極的な活動を
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展開しつつある。
　このような独占・大企業，大手ゼネコンやデベロッパーのめざす方向について念頭におきながら，
中小建設業の将来を考えるとすれば，80年代の中小建設業に問われるものは，いったい何であるの
か，という問題である。
　その第2は，「中期ビジョン」が明記しているように，「国民とともに歩む中小企業」，より具体的に
は，　「地域住民のための，より良い住生活環境づくりに奉仕する中小建設業」を基本目標として，中
小建設業がみずからの活路を見出そうとするならば，中小建設業者自身の経営姿勢を根本的に転換す
ることがもとめられよう。それは，単なる個別企業の，宣伝文句として，しばしば耳にするような大
手にはない手作りの味……」とか，「使うひとの立場にたった住居づくり……」などといった営業戦
略・拡販戦術上の言葉とはまったく次元を異にする，地域住民の居住権の思想に立脚する，いわば
「地域住民自治の理念（1）」につながるものである。別な表現でいえば，「人間居住の問題を具体的に
解決しつつ地域づくり，住宅づくり（2）」を主眼とする意識的な経営活動に取り組むことを意味する。
　筆者がおそまきながらも，ようやくこのような視点にたどりつくようになったのは，全国いたると
ころで展開されている住民運動や業者運動（たとえば，大型店の進出に反対する中小業者の運動など
をも含めて）の前進に学びながら自己の問題意識を触発されたことと，本稿執筆の途上で出遭った次
の書物の一一節を読んで，強く胸を打たれたことに起因する。　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i㌧　㍉　　t
　「なぜいま，生活環境の過去が問われるのであろうか。
　現在ほど住宅や町について，一般の関心の高い時期はない。マイホームを入手することの困難さ
と，日常の生活を取り巻く危険・騒音・大気汚染等々の環境上の問題とが，嫌でもこの問題にかかわ
らざるをえなくしている。しかしいま，誰もが大きな関心を抱きながら，自分の家や町を自力で創る
ことができない。現在の住居やその環境は，公団，公社・自治体，ディベ・ッパーが供給してくれる
ものであって，住み手はそれを受け取るだけである。いまや家づくり，町づくりは完全に巨大な事業
体の手に握られており，一般庶民は全く受け身の立場に立つしか道が残されていない。その結果，一
軒一軒の家は一応の便利さと快適さを保ちながら，全体としてみると，生活や意識の面でみなバラバ
ラなのであって，一つの町，一つの都市としてのまとまりは全く欠けているといってよい。創る主体
としての事業体と受け取る側の個人が分極化し，快適さと便利さを唯一の価値体系とするような住居
観の定着，これが戦後日本のあらゆる都市を画一一的で索漠たるものに変えてしまつた（3）」。
　たしかに，「昔はそうでなかった」という実感は，年寄りの単なる回顧趣味から出た言葉ではない。
今後の環境形成は，「それぞれの場のもつ自然的・歴史的・文化的な固有の条件と結びついて成立し
ている都市空間と住民生活の関係を重んじながら，都市環境を再生していくことだ（4）」という強烈で
するどい問題意識にもとつくプログレッシブな指摘といえる（5）。
　こうした建築学の専門家の教えに示唆を受けながら，中小企業研究の分野に立ち返って，戦後日本
における中小建設業の地位と役割，および今後の課題について，実証的研究を基礎とした理論の再構
築を試みることは，ひとり筆者の個人的な関心事にとどまるものではなく，実践的な見地からも重要
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な課題だといえるのではなかろうか。
（注）
　（1）　安藤元雄r居住点の思想一住民・運動・自治一』，晶文社，1978年8月，14ページ。安藤氏は，「都
　　　市計画そのものが地域住民の同意を得ずに一握りのテクノクラートによって一方的に立案されていること
　　　こそ，諸悪の根源だ」とし，さらに「住民こそが都市の主人公でなければならず，不動産業者よりも土木
　　　技師よりも役人よりも，その住民たちの，生活に基礎を置く発言権こそが，都市において最も優先されな
　　　ければならない」（同上書，15－16ページ）と主張される。
　（2）　西山夘三「住宅と人間居住の今日的課題」r現代の住宅問題』（ジュリスト増刊総合特集，M7），1977年
　　　5月，54ページ。
　（3）　陣内秀信・板倉又雄他著r東京の町を読む一下谷・根岸の歴史的生活環境　　』，相模書房，1981年
　　　6月，3ページ（稲垣栄三氏の序文）。
　（4）　同上書，22ページ。
　（5）三浦忠夫氏も「住生活原論へのアプPt・一チ」として同様な趣旨のことを指摘される。「日本中どこの都
　　　市へいっても，同じような近代建築ばかりでその都市の歴史的，風土的特色の感じられるものがなくなっ
　　　たような近代建築文明を，本来の現代建築文化とするためにはこのあたりで住生活の原点に立ちもどって
　　　の再出発が必要なのではあるまいかと考える」（『日本の建築生産』，前掲書，302ページ）。
　　　　なお，かつて都中建が述べたように，「中小建設業は地方自治体などの発注をただ待っているという消
　　　極的な姿勢ではなく，住民福祉にとって理想的な地域開発はどうあるべきかを，自治体，住民らと一緒に
　　　なって検討し，これによって積極的に受注分野を開拓してゆくという方向に前進しなければならないと考
　　　えます」（r都中建三年の歩み』，前掲書，19－20ぺ・一一ジ）という指摘は，地域住民自治の理念：居住権の思
　　　想に裏付けられたものであれば，中小建設業の今後の生き方として同意できるし，示唆に豊むものと考え
　　　る。それは，住民本位の町づくり運動の方向と共通の理解に立つからである。それは，地方自治体のあり
　　　方そのものの変革を迫っていく，より強力な運動展開を必然化せしめずにはおかないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－19　81年12月19日脱稿一
〈追記〉
　拙稿「激動の建設業界と中小企業者の苦境」r経済』1982年3月号，同「政・官・業界の癒着と談合入札問題」
　r経済』1982年4月号は，本稿の叙述と一部重複する箇所もあるが，建設業界をめぐるその後の情勢の変化をふ
まえて執筆したものである。本稿の続篇として併読され，忌慨のないご批判を強く希望する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1982年3月4日一
Die　heutige　Situation　der　Bauindustrie　und　deren“mitte｝fristige　Vision”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsumi　Watanabe
　D三eAufgabe　des　Artlkel　liegt　darin，　d三e　Prohleme　und　die　heutige　Situation　der　mittleren　und　kleinen
Firmen　der　Bauindustrie　zu　analysieren，　Auswege　aus　den　schwierigen　Problemen　konkret　ill　Betracht　zu
ziehen　und　weiter　die　in　den　achtziger　Jahren　von　den　mittleren　und　kleinen　Gewerbetreibenden　in　der
Bau三ndustrie　zu　l6senden　Aufgaben　und　deren　Ausbl玉ck　klar　zu　machen．
Dieser　Artikel　besteht　aus　f廿nf　Kapiteln：
　1．die　Entwicklung　der　Bauindustrie　und　die　Stellung　der　mittleren　und　kleinen　Bauindustrie
　H．die　Analyse　der　tats銭chlichen　Verhtiltnisse　in　der　mittleren　und　kleinen　Bauindustriebetrieben
　皿．且ber　den　BearbeitungsprQzeB　der‘‘mittelfristigen　Vision”in　der　mittleren　und　kleinen　Bauindustrie
　IV．　Uber　die‘‘mittelfristige　Vision”der　mittleren　und　kleinen　Bauindustrie
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V．茸ber　einige　Ergtinzungen　und　die　Melnung　des　Autors廿her　die“mittelfristige　Vision”．
　　Der　Artikel　analysiert　nicht　nur　den　jetztigen　Zustand　der　mittleren　und　kleinen　Bauindustrie，　sondern
er　Iegt　auch　einige　Progra即me　und　Vorschlage廿ber　ihre　zuk伽ftigen　Aufgabe　dar．　Weiterhi且wird
versu（血t，　die　zu　l6senden　Probleme　und　die　Grundrichtung　der　Entwicklung　der　mittleren　und　kleinen
Bauindustrie　in　den　achtziger　Jahren　von．dem　Standpunkt　der　praktischen　Tatigkeit　zu　kltiren．
　　Der　Autor　hof〔t，　daB　die　in　dem　Artikel　vorgelegte‘‘mittelfristige　Vision”磁tzliche　Anregungen　f髄r　dle
T盗tigkeit　der　mittleren　und　kleinen　Gewebetreibenden　in　der　Bauindustrie　f茸r　die　wirtschaftlichミchwierigen
achtziger　Jahre　enthalt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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